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　日本心理学会第76回大会は，平成24年9月11日（火），12（水），13（木）の3日間にわたり，専
修大学生田校舎を会場として開催された。第76回大会は専修大学の後援を受けた。大会準備委
員会は専修大学人間科学部心理学科の教員を中心に組織され，事前準備および当日の運営にあ
たった。大会準備委員会の委員長は山上精次教授，副委員長は乾吉佑教授，下斗米淳教授がつ
とめた。大会前日の準備や当日の運営にあたっては，本センター員の教員を中心として，PD，
RAおよび専修大学大学院文学研究科の大学院生や専修大学人間科学部心理学科の学生の協力
も得た。第76回大会の参加者数は延べ約1万名であり，参加者の内訳は次のとおりであった。
 招待講演講師 5名
 非会員シンポジスト 20名
 特別招待者 3名
 正会員一般 2,018名
 正会員大学院生 520名
 当日会員 528名
 当日会員学部生 124名
 同伴参加者 21名
 名誉会員 32名
 終身会員 18名
 賛助会員 4名
また，第76回大会の研究発表は1,448件あり，その内訳は次のとおりであった。
 招待講演 5件 （内，海外からの招待講演4件）
 大会準備委員会企画シンポジウム 11件 （内，心理科学研究センター共催4件）
 日本心理学会企画シンポジウム 3件
 日本認定心理士会企画フォーラム 1件
 国際賞講演 6件
 小講演 41件
 ワークショップ 137件
 日本心理学会企画ワークショップ 2件
 ポスター発表 1,242件
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　招待講演は大会準備委員会が企画した。世界的に著名な研究者をお招きし，当日会場では熱
気あふれる質疑応答がなされた。招待講演の内容は次の通りであった。
Social Pain and Social Reward
   講演者  　 Geoﬀ MacDonald（University of Toronto）
Combining Brain Imaging, Neurophysiological Techniques and Noninvasive Brain 
Stimulation to Understand A Changing Brain
   講演者  　 Alvaro Pascual-Leone（Harvard Medical School）
Social Cognition and the Human Brain
   講演者  　 Ralph Adolphs（California Institute of Technology）
日本人の深層心理－精神分析の観点から－
   講演者  　 北山 修（北山精神分析室）
The Mirror Neuron Mechanism and Its Role in Understanding Others
   講演者  　 Giacomo Rizzolatti（Università di Parma）
　第76回大会では，心理科学研究センターと共催のシンポジウムを開催した。心理学の基礎領
域から臨床領域にわたる4つのテーマにもとづき，シンポジストによる最新の研究成果の発表が
行われ，会場ではフロアの参加者も交えて白熱した議論がかわされた。共催のシンポジウムの内
容は次の通りであった。
動物実験研究の意義と将来－基礎から応用，隣接領域まで－
   企画者  澤 幸祐（専修大学）
   司会者  　 澤 幸祐（専修大学）
   話題提供者  石田 雅人（大阪教育大学）
   話題提供者  佐藤 暢哉（関西学院大学）
   話題提供者  曽良 一郎（東北大学）
   指定討論者  鮫島 和行（玉川大学）
   指定討論者  筒井 健一郎（東北大学）
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東日本大震災における支援専門職者への心理支援
   企画者  　  松井 豊（筑波大学）
   企画者  　  乾 吉佑（専修大学）
   司会者  　  乾 吉佑（専修大学）
   話題提供者  前田 潤（室蘭工業大学）
   話題提供者  小林 朋子（静岡大学）
   話題提供者  松井 豊（筑波大学）
日本のEAPの現状と今後の課題
   企画者  　  藤岡 新治（専修大学）
   司会者  　  藤岡 新治（専修大学）
   話題提供者  今井 保次（日本生産性本部メンタルヘルス研究所）
   話題提供者  菅野 泰蔵（東京カウンセリングセンター）
   話題提供者  松本 桂樹（ジャパンＥＡＰシステムズ）
   指定討論者  牧野 純（富士通株式会社健康推進本部）
健康行動促進をめざしたリスク認知とヘルスコミュニケーション
   企画者  　 下斗米 淳（専修大学）
   企画者  　  大森 美香（お茶の水女子大学）
   司会者  　  菅原 ますみ（お茶の水女子大学）
   話題提供者  秋篠宮 紀子（お茶の水女子大学）
   話題提供者  楠見 孝（京都大学）
   話題提供者  大森 美香（お茶の水女子大学）
   指定討論者  下斗米 淳（専修大学）
　大会当日は会場となった専修大学生田キャンパス9号館，10号館が熱心な参加者で満ちあふれ
た。生田キャンパス内で開催された懇親会では，日髙理事長・学長があいさつを行い，参加した
研究者となごやかに懇談した。
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